
項
目
番
号

目標達成に向けた
具体的な取り組み内容

現在は、他事業との交

流の機会をつくる方向
で他事業所と話合いは
出来ているが具体的な

14 内容は今後、話し合い関
係作りを行う。

利用定員も増え、急変

時や緊急時の対応等専
門職による研優を行う。

34

注1)項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること.

注2)項目数が足りない場合は、行を追加すること。

AEDの設置や専門職による
研修の機会を増やす

4

5

る必擾がある。

3

職の講義を受け
る機会を確保す

成し研修等も行

2 っているが、専門 来年度

急変時の対応や

研修は文書も作

1 ていく取り組み 来年度
ができていない。

つくりサービス を設ける。

の質を向上させ

.
職員が同業者と

ネツトワ一ク作りや相亙

交流する機会を 訪問等の交流をする機会

【目標達成計画】
優
先
順
位

現状における
問題点、課題 目　　標

国標漂成に
要する期聞

目標達成計画

事業所名  グループホー・ムあおいの家

作成日　平成３０年３月１２日


